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常

明

釈
僧
副
の
伝
は

『続
高
僧
伝
』
巻
十
六
の
習
禅
篇
の
冒
頭
に
存
し
、
古
来
禅

宗
史
書
に
お
け
る
皮
肉
骨
髄
の
説
の
道
副
或
は
偏
頭
副
と
同
人
又
は
別
人
と
す

る
説
が
あ
る
が
、
先
ず
は
じ
め
に
釈
僧
副
自
身
の
伝
記
の
検
討
か
ら
始
め
る
。

釈
僧
副

(四
六
四
-
五
二
四
)
は
太
原
那
県

(山
西
省
)
の
出
身
で
、
「少

い
時
か
ら
堕
徹
群
を
絶
し
、
師
を
尋
ね
て
遊
訪
し
た
」
と
伝
え
、
山
西
省
と
い

う
出
身
地
か
ら
考
え
て
北
地
を
歴
遊
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
い
で
彼

は
達
摩
禅
師
に
会
う
。
達
摩
禅
師
は
観
行
に
通
暁
し
巌
穴
に
処
し
て
そ
の
思
想

が
奥
深
か
つ
た
の
で
、
師
に
従
つ
て
出
家
し
、定
学
即
ち
禅
に
於
て
宗
と
な
り
、

斉
の
建
武
年
間

(四
九
四
-
九
八
)
に
南
行
し
て
建
康
に
近
い
鍾
山
定
林
下
寺

に
止
つ
た
。
そ
し
て
こ
の
地
で
梁
の
武
帝
の
帰
依
を
受
け
て
開
善
寺
に
住
し
、

そ
の
後
蜀
へ
行
き
大
い
に
禅
法
を
弘
め
、
久
し
く
し
て
建
康
に
帰
り
、
普
通
五

年
に
没
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
伝
記
中
に
簡
単
で
は
あ
る
が
興
味
あ
る

一
事
件

が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
天
監
十
四
年

(五

一
五
)
に
豫
章

(江
西
省
)
の

胡
翼
山
に
神
人
が
現
れ
、
何
規
な
る
民
に

『慧
印
三
昧
経
』
を
与
え
、
南
平
王

観
の
病
の
為
に
斎
を
行
じ
、
そ
の
法
が
判
ら
ぬ
時
は
副
法
師
に
問
え
と
言
い
、

果
し
て
彼
が
曾
て
行
じ
た
所
の
法
で
、こ
れ
に
よ
り
王
の
病
が
癒
え
た
と
言
う
。

道
宣
の
こ
の
記
述
は

『出
三
蔵
記
集
』
巻
七
の
王
僧
濡
撰

「慧
印
三
昧
及
済
方

等
学
二
経
序
讃
」
に
拠
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
『続
伝
』
よ
り
も
詳
細
に
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
経
序
の
副
法
師
に
つ
い
て
は
右
の
話
以
外
に

「戒
行
に
励
ん

で
活
憺
無
為
、
欲
を
わ
す
れ
て
禅
寂
を
怠
る
こ
と
が
な
か
つ
た
」
と
伝
え
る
の

み
で
あ
る
。
『続
伝
』
に
は
王
の
名
を
観
と
伝
え
る
が
、
『梁
高
僧
伝
』
巻
十
二

の
僧
祐
伝
に
は

「南
平
王
偉
…
…
並
崇
其
戒
範
」
と
述
べ
、
同
巻
十
三
の
僧
護

伝
に
は

「天
監
六
年
に
陸
威
な
る
者
が
、
僧
護
の
製
作
途
中
の
石
像
を
成
就
す

れ
ば
建
安
殿
下
の
病
が
癒
え
る
と
夢
見
、
そ
こ
で
王
は
造
像
を
僧
祐
律
師
に
命

じ
、
同
十
五
年
に
像
が
完
成
し
、
こ
こ
に
王
の
病
が
回
復
し
た
。
建
安
王
は
今

の
南
平
王
で
あ
る
」
と
伝
え
、
『梁
書
』
巻
二
十
二
の
南
平
元
嚢
王
偉

(四
七
六

-
五
三
三
)
の
伝
と
一
致
す
る
。
『梁
書
』
に
は
彼
は
太
祖
の
第
八
子
で
天
監

元
年
に
建
安
王
に
、
同
十
七
年
に
南
平
王
に
封
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
七
年

に
病
に
罹
り
、
同
十
三
年
に
は
病
に
冒
さ
れ
る
事
烈
し
か
つ
た
と
伝
え
、
ま
た

王
は
晩
年
仏
理
を
崇
信
し
た
と
述
べ
、
『経
序
』
や

『梁
伝
』
の
記
事
と
一
致

し
、
『続
伝
』
は
南
平
王
偉
を
誤
り
伝
え
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

そ
れ
で
は
、
『慧
印
三
味
経
』
に
関
す
る
説
話
の
意
味
を
考
え
る
と
、
仏
教

伝
来
当
初
に
禅
や
三
昧
に
す
る
経
典
が
主
と
し
て
翻
訳
さ
れ
受
容
さ
れ
た
経
緯

と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
経
の
性
格
も
自
ず
と
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

経
は
現
存

(大
正
十
五
巻
所
収
)
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
こ
の
慧
印
三
昧
を
修

す
べ
き
事
と
そ
の
功
徳
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
伝
記
に

「為
病
行
斎
三
七
日
」

と
言
う
の
は
、
此
の
経
の

「当
於
是
経
、
昼
夜
勤
力
、
作
無
上
行
、常
楽
精
進
、

於
三
七
日
、
奉
行
印
経
…
…
」
を
承
け
た
も
の
で
、
こ
の
法
を
僧
副
が
曾
て
行

じ
た
も
の
で
あ
つ
た
と
言
う
の
は
、
彼
が
禅
法
に
お
い
て
当
時
名
を
知
ら
れ
て

お
り
、
深
く
通
暁
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
に
他
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

僧
副
伝
に
は
先
に
触
れ
た
如
く
興
味
深
い
記
事
を
述
べ
る
。
「有
心
眠
嶺
観

彼
峨
眉
、
会
西
昌
侯
瀟
淵
藻
出
鎮
蜀
部
、
於
即
払
衣
附
之
愛
至
井
絡
、
錐
途
経

九
折
無
忘
三
念
、
又
以
少
好
経
籍
、
執
巻
絨
黙
動
移
農
暑
、
遂
使
庸
蜀
禅
法
自

此
大
行
」

と
言
う

も
の
で
、
西
昌
侯
瀟
淵
藻

(
四

八

三
-

五
四

九
)

は
、
『
梁
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書
』
巻
二
十
三
に
、
天
監
元
年
に
西
昌
侯
に
封
ぜ
こ
れ
、
年
未
だ
弱
冠
な
ら
ざ

る
に
四
川
省
の
乱
を
平
定
し
て
信
威
将
軍
と
進
号
さ
れ
、
同
九
年
に
は
徴
さ
れ

て
太
子
中
庶
子
と
な
つ
た
人
で
、
蜀
を
平
定
し
た
の
は
五
〇
二
-
九
年
の
間
の

事
で
、
僧
副
も
従
っ
て
蜀
に
行
き
、大
い
に
禅
法
を
鼓
吹
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

僧
副
は
北
地
の
出
身
で
、
達
摩
禅
師
に
従
つ
て
弟
子
と
な
つ
た
の
は
、
達
摩

が
北
魏
の
地
に
あ
つ
た
時
と
推
定
さ
れ
、
『
二
入
四
行
論
』
に
は

「遂
能
遠
渉

山
海
、
遊
化
漢
魏
」
と
述
べ
、
漢
魏
は
漢
中
及
び
魏
州
の
地
方
で
あ
つ
て
、
達

摩
は
西
域
を
経
て
北
魏
に
来
た
と
推
定
さ
れ
、
『洛
陽
伽
藍
記
』
永
寧
寺
の
条
に

達
摩
は
波
斯
国
よ
り
来
た
西
域
沙
門
と
言
う
如
く
、
僧
副
が
達
摩
の
弟
子
で
あ

つ
た
事
と
達
摩
が
西
域
を
経
て
漢
魏
に
来
た
事
の
二
事
は
真
実
に
近
い
と
考
え

て
良
か
ろ
う
。
更
に
僧
副
が
出
合
つ
た
頃
、
達
摩
は

一
人
岩
穴
に
ひ
そ
ん
で
観

行
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
と
い
う
記
事
も
こ
れ
を
傍
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
禅
宗
史
書
に
於
て
偏
頭
副
或
は
道
副
が
登
場
す
る
の
は

『宝
林

伝
』
(八
〇
一
)
の
記
述
が
最
初
で
、
『歴
代
法
宝
記
』
(七
七
五
-
)
が
達
摩

の
付
法
を
慧
可
・
道
育
・尼
総
持
の
髄
骨
肉
の
三
弟
子
得
法
を
言
う
の
に
対
し
、

こ
れ
に
続
く

『宝
林
伝
』
に
お
い
て
は
血
を
得
た
偏
頭
副
が
加
え
ら
れ
、
血
肉

骨
髄
の
四
人
得
法
説
に
発
展
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
続
く

『内
証
仏
法
血
脈

譜
』
(八

一
九
)
『禅
門
師
資
承
襲
図
』
(
八
四

一
)
『祖
堂
集
』
(九
五
二
)
な

ど
は
、
『
歴
代
法
宝
記
』
と
同
様
三
人
得
法
説
を
採
り
、
『景
徳
伝
灯
録
』
(
一

〇
〇
四
)
に
至
つ
て
、
道
副
が
皮
を
得
た
と
し
て
四
人
得
法
説
が
主
張
さ
れ
、

『宝
林
伝
』
の
血
肉
骨
髄
が
こ
こ
に
至
つ
て
皮
肉
骨
髄
と
さ
れ
、
問
答
の
形
を

借
り
て
四
人
夫
々
の
得
悟
の
内
容
ま
で
説
か
れ
る
に
至
り
、
そ
の
後
の
『
伝
法

正
宗
記
』
(
一
〇
六

一
)
は

『伝
灯
録
』
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
達
摩

の
伝
衣
付
法
説
は

『歴
代
法
宝
記
』
に
三
弟
子
得
法
と
い
う
形
を
と
る
に
始
ま

り
、
『伝
灯
録
』
に
至
る
迄
の
二
百
数
十
年
問
流
動
を
続
け
て
い
た
事
が
知
ら
れ

る
。
こ
の
伝
承
を
単
な
る
虚
構
と
し
て
捨
て
去
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
様
な
主

張
が
な
さ
れ
た
背
景
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
皮
肉
骨
髄
の
問
題
に
つ
い
て
は

既
に
関
口
真
大
氏
の
詳
論
が
あ
り
、
関
説
す
る
に
は
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
偏
頭
副
が

『宝
林
伝
』
に
於
て
初
め
て
登
場
し
た
背
景
と
理
由
に
つ

い
て
推
論
を
試
み
た
い
。
『宝
林
伝
』
の
成
立
は
、
第
二
十
七
祖
般
若
多
羅
の

繊
偶
に
窺
わ
れ
る
如
く
南
岳
-
馬
祖
の
正
宗
た
る
事
を
主
張
し
、
曾
て
の

『歴

代
法
宝
記
』
の
伝
衣
説
に
代
る
伝
法
偶
に
よ
る
伝
統
を
説
か
ん
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
又
禅
宗
そ
の
も
の
が
仏
教
の
正
宗
た
る
事
を
言
わ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

つ
た
。
当
時
の
禅
宗
界
の
動
向
を
一
覧
す
る
と
、
安
史
の
乱
(七
五
五
-
六
三
)

を
境
に
唐
の
歴
史
と
社
会
は
一
大
変
革
を
遂
げ
、
神
会
の
南
宗
顕
彰
運
動
を
契

機
と
し
て
牛
頭
宗
と
天
台
宗
を
刺
激
し
宗
派
の
形
成
に
及
び
、
乱
前
後
の
唐
室

と
密
接
な
関
係
に
あ
つ
た
四
川
仏
教
即
ち
保
唐
系
の
禅
が
大
い
に
発
展
し
、
無

相
-
無
住
の
保
唐
派
の
禅
を
主
張
し
た
の
が

『歴
代
法
宝
記
』
で
あ
り
、
古
来

四
川
省
の
地
は
異
色
あ
る
人
物
を
生
み
出
し
た
革
新
派
の
拠
点
で
あ
つ
た

『歴

代
法
宝
記
』
は
剣
南
派
の
中
で
も
智
読
-
処
寂
-
無
相
-
無
住
の
伝
統
を
主
張

す
る
が
、
他
に
処
寂
-
馬
祖
、
処
寂
-
無
相
-
神
会
な
ど
の
系
統
が
あ
つ
た
。

『宝
林
伝
』
が
南
岳
や
馬
祖
の
系
統
と
密
接
な
関
係
に
あ
つ
た
事
は
先
に
述
べ

た
如
く
で
あ
り
、
馬
祖
は
後
に
発
展
す
る
洪
州
宗
の
祖
と
さ
れ
る
の
で
は
あ
る

が
、
元
来
四
川
の
出
身
で
あ
り
、
処
寂
又
は
無
相
に
学
ん
だ
人
で
あ
つ
た
と
こ

ろ
に
、
達
摩
の
得
法
者
と
し
て
の
偏
頭
副
が

『宝
林
伝
』
に
登
場
し
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り

『宝
林
伝
』
が
出
現
し
た
当
時
、
四
川

の
系
統
の
禅
が
大
い
に
発
展
し
て
い
た
と
い
う
背
景
に
お
い
て
、
北
魏
の
地
で

達
摩
禅
師
に
学
び
、
そ
の
後
梁
の
建
康
に
化
を
布
き
、
ま
た
蜀
に
も
禅
法
を
鼓

吹
し
た
と
い
う
釈
僧
副
に
着
目
し
、
偏
頭
副
と
し
て
再
び
禅
宗
史
書
た
る

『宝

林
伝
』
に
登
場
せ
し
め
ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

僧
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